










衣 服 と そ の プ レゼ ンテ ー シ ョ ン
三 宅一・生 のA-POCの意 義














これ まで の西 欧の衣服 の歴史 において,衣 服の生産 システムが大 き く変化 したのは,20世
紀半 ばのこ とである。 それ まで受注生産,つ ま り,個 人 の注文 によってのみつ くられ,売 買 さ
れていた衣服 は,交 通網 の発達や機械 の発展 な どによ り大量生産,つ ま り,短 時間内 に多 くの
量が画一一的につ くられ,流 通す るようにな ったので ある。 そ して,流 通す る前の新 しい衣服 は,
何 らかの媒体 を通 してわれわれ に提示 され る。その媒体 は,衣 服生産の発達 に伴 って さま ざま
に変化 してきた。近年 では,モ デルが衣 服を着て舞台を歩 くシ ョー,そ の姿 を撮影 したビデオ
映像や写真,あ るいは,新 聞や雑誌,店 舗の空 間な どと多種多様 であ り,と くに20世紀末 か
ら顕著 な変化 が見 られは じめ るよ うにな った。本稿 で取 り上 げ る"A-POC"も,衣 服の こう
いった新 しい媒体 に よる提示 と深 く関連 して いる。
A-POCとは,「Epoch(エポ ックe新 時代)」 とかけて,「APieceofCloth(一枚の布)」
の頭文字 か らつ くられた ことばで あ り,世 界 的なデザイナーで ある三宅一生(1938～)とテ
キスタイルエ ンジニア兼 デザ イナーであ る藤原大(1967～)の ふた りによ って新 しく提案 さ
れ た衣服 をい う。彼 らを 中心 と したチ ームは,「一体成型」 を当初 の コンセプ トとし,従 来 の
衣服生産 システム とは異 なる コンピュータ ・テ クノロジーを駆使 した工程 で,A-POCシ リー
ズを展 開 している。
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A-POCは,雑誌の記事や対談で取 り上げられる例は多かった ものの,誕 生か ら間もないこ
ともあり,これまで研究の対象として深 く論 じられることはほとん どなかった。三宅は,従来
の西洋の服作 りとは違 う 「1枚の布」で体を包み込む服をコンセプ トに1970年代から一貫 し
た制作を続け,同 時に著名な芸術家 とコラボ レーションを行っていた。 このために着 目され
ることは比較的多 く,それに関する文献は何点かみ られる。哲学者の鷲田清一 は,そ の著書
『最後のモー ド』のなかで現象学的観点か ら三宅の作品に取 り組んだが,ま だ誕生 していなかっ
たA-POCとの関連には触れていない。
ここでは,プ レゼ ンテーション,すなわち提示方法 という視点からA-POCの特色と定義
を明らかにしたい。はじめに,そ もそもA-POCとはどのような衣服であるのかを検討する。






先にも述べたようにA-POCは,三宅一生 と藤原大のふた りを中心 とする10人前後のチー
ムによってつ くり出された新 しい衣服のコンセプ トのシリーズである。原形が誕生してからわ
ずか8年 の間に,2000年度 グッドデザイン大賞の受賞や展覧会への参加,個 展の開催な ど,
数多 くの注 目を集めている。そのはじまりは,1997年「lsseyMiyake」のコレクションで発
表 された 〈JustBefore>である。 このシリーズは,三宅のそれまでの衣服 とは一線を画 した
ものである。三宅は,以下のように述べている。
想像力を持ち,先入観を持たない彼ら 〔チームの人々〕が,私 がいつも探 している 「現代




三宅は,果 てしなく変化する時代 とその要求に応える衣服をつ くり出す可能性を求め続けて
いる。そ して,そ の可能性 を探すためにチームワークを基本 としたA-POCプロジェク トに
乗 り出した。A-POCが正式デビューした翌年の1999年,三宅 は自らの挑戦のために,28年に
116
渡 ってつ くり上 げてきた ブラ ン ドであ る 「lsseyMiyake」を滝沢直 己m(1960～)に任せ,
A-POCに専念す ることに した ので ある。2000年には,東 京 とパ リに機能,デ ザ イ ン共 に特徴
的な シ ョップが オープ ンした。A-POCシ リーズには,そ れぞれ の名称 と共 に,シ ーズ ソvご
との通 し番号 がつ け られ てい る。1997年の<A-POCO>〈JustBefore>と1998年の 〈Tube
Knit>は,「lsseyMiyake」ブラ ン ドか らの提案 であ り,正 式 な 「A-POC」ブラ ン ドとなる
の は1998年の 〈A-POC1>〈KingandQueen>からで ある。
で は,そ のA-POCと は,具 体的 には どの ような衣 服で,従 来 の衣 服 とはどのよ うな差異





編物である㌔ その構造上,一 般に布帛は伸縮性に乏 しぐ'【,ニッ
トは伸縮性に富むという性質を持っている。
初期のA-POCは,ニ ッ トのみの構成であった。上下 にフリ




















までと異なる技術とはいえない。また,ス トッキ ングはかな り以前から一体成型で生産されて
おり,無縫製立体衣料用編機aが開発された近年のニ ットの衣服生産においても,1着 の衣服
を1本の糸から編みだすことができる技術が実用化 しは じめたところである。 しか し,すでに
形態が決定 しているス トッキングの場合には同一デザイ ンの大量生産が前提にされているし,
近年の無縫製立体衣料用編機 にしても一着ずつが編みあがって くるのであって,生地にカット
するラインが編み込 まれ,デ ザインの最終形態を着用者自身に委ねるA-POCとは異なる。




カ ットして もほつれない技術,あ るいは糸や編み方
の変化を駆使 したデザインの展開など幾通 りにも進
化 したA-POCに,は じめて布 帛が誕生 したのは,
1999年のことである。 〈Paindemie>(fig.3)と名
付 けられたそのA-POCは,好みの厚さにカッ トし
て,耳 まで残さないで食べ られるフランスの トース
ト用食パ ンと同 じ名前が示す とおり,好 きなライン
で切 り取 ることができ,生 地の無駄が出ないように
されている。 この点 はそれまでのニ ッ トのA-POC





ものを選び,型 を決定し,その型紙通 りに裁断 し,それを縫い合わせるという手順で行われて
きた。現在では規模や速度は変化 しているものの,そ の工程は衣服が受注生産であった近代,
さらに遡 ってそれすらなかった古代か らほとんど変わっていない。糸の段階からそのまま衣服
になる生地をつ くり出すA-POCの出現で,裁 断,縫 製が省かれるというそれまでとは全 く
異なる工程が実現 したのである。 さらに糸と織 り方による生地自体の種類の拡大や平面では最
も困難なアイテムであるパンツへの完成など布帛の実験が重ねられている。
ここまでは 「一体成型」 という当初のコンセプ トのもと,縫製なしでの立体性を追求 してき
































は,ひ とつのフレームからパーツを取 り外 し組み立てる 〈HandStitchJacket>にも当ては
まるのではないだろうか。現在の衣服生産は,オー ト・クチュールやプレタポルテをはじめと
して様 々な方式がある。A-POCは,高度な職人の手仕事を誇るオー ト・クチュールへのアン
チ ・テーゼとは指摘 されてきたxが,実はこのキット化されたA-POCはプレタポルテに も属
さない。つまり,手仕事でも,工場生産で も,衣服というものをつ くりだ していることには変
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いて一貫 しているx'。ものをつ くり出すには,素材 とフォルムが必要である。 もちろん,オ ー
ト・クチュールでもプレタポルテでもその点は同様である。A-POCはどれも編機または織機







では,ど うしても裁断と縫製 という工程を経なければならないという限 られた状況になって し
まう。だが,糸 の段階にまで遡れば見えて くるものがある。A-POCは,生地は糸からつ くら
れるという単純な事実に気づ くことでその制約から脱出し,工程の変革 も含めた糸からの衣服
生産を実現することができた。衣服をつ くるときに,素材 とフォルムという要素を必要とする
基本は変わ らないが,素材がフォルムになってい くたあに何をするか,と いうその間の変革は
可能なのである。近年のデザインにおいて可視的な領域,つ まり,色彩やフォルム,質感といっ
た表面上の変化のみが重要視 されてきたXlllが,現実のデザインは,不 可視の領域,つ まり,
工程やその過程 において発生する余剰などを含むものである。












2A-POCの プ レゼ ンテーシ ョン
2-1A-POCの ショー
まず,1998年10月14日にパ リの国立 美術学 校x'で行 われ
た1999年春夏 コレクションの様子をみてみた い。
シ ョーのは じま りは,ス テー ジに白 く長 い生地が置かれた
状態であ った。 この生地 には,縦 方向 に人間が両手を挙げて
いるかの ような ライ ンが見 える。次 に黒 いTシ ャツと黒いパ
ンツの二 人の人物 が登場 し,こ の ラインに沿 ってハサ ミを入
れてい く(fig.6)。す ると,カ ッ トした ライ ンが フ リンジの
ようにな った帽子,シ ャツ,ス カー ト,バ ッグ,靴 下な どが
現れ,そ れ らがモ デル に装着 され る(fig.7)と頭 か ら爪先
まで一 連 の 装 い とな った。 〈Queen>と題 され る そのA-
POCは,実 は筒状 にな ってお り,た だ カ ッ トす るだけで,
生地か ら衣服 に変身 したのである。続 いてそのヴァリエーショ
ンがつぎつぎ に披露 された後,最 後 には赤 く長 い二枚の生地
か らつ くられた 〈LeFeu>が登場 した(fig.8)。それ らは,
最初 にあ った 白い生地 と同 じくまだ カ ッ トされて いない状態
ではあ るが,一 枚 の生地 にはシ ャツの ライ ンが,も う一枚 の
生地 には スカー トの ライ ンが水平方 向に連続 して並んでい る。
二枚の長 い生地 は,シ ャツが上,ス カー トが下 に垂 直に伸 ば
された。二十数人 ものモデルは,お のおの シャツとスカー ト
ー 組の ライ ンに入 り,生 地 の中に列をな して ステー ジを歩 い
た。 縫製す る ことな く,生 地がその まま衣服 となるA-POC
をア ピール したのであ る。
次 に1999年4月に開催 されたユ999-2000年秋冬 コレクショ
ンに注 目 して みたい。 そのなかの くAlien>は,赤地 に黒 の
ライ ンが配 された生地 で全身を覆われた モデルの登場か らは
じめ られた(fig.9)。モデルを覆 っていた生地 は,頭 や顔,
手首 や脚 首までを くるむ,や や タイ トな ジャ ンプスー ツのよ
うにも思 え る奇妙な衣服 である。その頭の周囲 にはフ リンジ
があ り,首 や胴体部分 には ドレー プが寄 って いる。顔 と胸 の
部分は,メ ッシュにな っている。ぴ った りして いる脚の両脇
fig,6シ ョー の様 子1988
fig.7シ ョー の様 子1986
fig.8シ ョー の様 子1988
fig.9シ ョー の 様 子1989
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fig,10シ ョー の様 子1989
fig.11シ ョー の 様 子1989
には襞があり,ポケットのように手を入れることができる。
ここでもまた,黒 い出で立ちの人物二人が登場 し,足首から







デルの顔が現れ,フ リンジのあるフー ド付き トップスになっ
た。また,胴 体と腿から下のサイ ドにも切 り込みを入れるこ








頃に今日のようにつ くり手自らが創作 した衣服をつ くるとい
う能動的な方法が取 り入れ られたときに,は じめてモデルが
創作 した衣服を身につけ招待客に披露する形式が採用された。
その形式は徐々に一般的にな り,現在では報道記者,バ イヤー,顧客などを招待し,新 しい衣
服を纏ったモデルが舞台を歩 くという形式XCIが大部分を占めるようにな っている。近年では,
モデルではな く人形に着せた り,路上にいるモデルを追いかけて写真を撮 らせたり,といった
ように趣向を凝らしたショーも多 く見 られるようになってきているXm。だが,こ のように工夫
された演出があっても,それ らは,「すでに出来上が っている衣服」を見せているにすぎない。
つくり手が創 りあげた新 しい衣服をそのまま提示するという基本的な部分は変化 しないままで
あった。 しか し,先 に示 したようなA-POCのショーはその基本的な部分に変化を もたらし
た。 ショーのはじめに登場するのは,まだ衣服になっていない生地であり,完成品とはいえな
いものである。A-POCにとっては,シ ョーのなかでカットす るという行為xvmと新 しい衣服
そのものとは切 り離せない関係にある。つまり,A-POCが提示 したい対象は,新 しい衣服だ
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1997年10月のイ ッセ イ ミヤ ケ1998年春
夏 パ リコ レク シ ョンにお い てA-POCの
原型 であ る 〈JustBefore>がは じめて姿
を現 した。 この 〈JustBefore>は,1998
年 にパ リのカル テ ィエ現代 美術財 団,翌
1999年にニ ュー ヨー クのエ ース ・ギ ャラ
リー,そ して2000年に東京都 現代美 術館
で 開 催 さ れ た 「ISSEYMIYAKE
MAKINGTHINGS」 展 の会場 で展示 さ
fig.12展覧会の様子2000





でまた膨らむという繰 り返 しである。それぞれのマネキンで膨 らんだ生地は,フ ー ドつきの長
袖のワンピースであったり,背中の大きくあいた,あ る
いは,右 が ノー スリーブ,左 が長袖の アシ ンメ トリーの
ドレスであ った りと,カ ッ トす る部分 によって異な るデ
ザ イ ンにな ってい る。 まだ互 いにつなが り合 って いるそ
れ らは,JUSTBEFOREと い う名 前 の通 り衣服 にな
る直前 を示 したのであ る。
そ して,2001年にはA-POCの み で構成 され た最 初
の展 覧会 で あ る 「A-POCMAKING:IsseyMiyake
&DaiFujiwara」展xxが行 われた。 その会 場 は,絵 画
や彫刻 とい った いわ ゆる芸術作品ではな く,椅 子 を主 と
したデザイ ン製 品が展示 され る美術館 のヴ ィ トラ ・デザ
イ ン ・ミュー ジアム ・ベ ル リンで ある。 幅7メ ー トル, fig,13展覧会の様子zoos
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奥行き100メー トル,高 さ13メー トルの細長い会場 には,そ れまでに開発された各種のA-
POCとこの展覧会のためにつ くられたA-POCが並べ られた。各々のA-POCは,右に置か
れた反物か ら生地が垂直に引き出され,天 井を伝って左へと垂 らされている(fig.13)。垂 ら
された先に配置された トルソーは,袖の長 さが変わっていた り,首周りのかたちが違った りと




リーで開催された。藤原によると,こ の展覧会はA-POCの軌跡の検証 とこれか ら進むべき
方向の模索 との双方が念頭におかれた ものであるというX1[1。ひとつの展示室の天井には,ま だ















法の多 くは,マ ネキ ンか人台に着せ られて並べられるだけであった。1990年頃からは現役デ
ザイナーの作品が取 り上げられはじめ,さ らに20世紀末頃か らはデザイナー本人 も企画 に参
加する例 もみられるようになってきたが,そ の展示方法は主流のままである。展覧会の一環と
してモデルが衣服を纏って歩 くショーを行 ったり,映像を取 り入れた りした試みも目立ってき





初 めてのA-POCの シ ョップは,2000年2月17日にオー プ ンした青 山店である。A-POCの
企画 デザイ ンを行 う本部で もあ るこの ショップの設計 は 「イ ッセイ ミヤケ」 のた めの空間 デザ
fig,15A・poc青 山店
インや家具の開発で活躍 している吉岡徳仁(196






た り,台 に乗せ られたりしている販売のスペー
ス,そ して,そ の奥にある何やら作業をしている人々のいるア トリエのスペースまで見通す こ
とができるのである。打ちっ放 しコンクリー トの床の販売スペースに足を踏み入れると,天井
や柱の凹凸に合わせてカーブしているシルバーのパネルが目に入る(fig.15)。これはA-
POCのコンセプ トそのものの 「一体成型」でつ くられているエキゾース トパネルX%IVで,その
製造方法を強調 しているかのようである。そして,中央に設置された作業台には,ま だ衣服に
なっていないA-POCが丸め られ,壁 面のラックにはハ ンガーに吊されたA-POCが並べ ら
れた。さらに,こ こから奥を眺めると白衣%4'を纏 った人 々が実験室 といった雰囲気で作業を
している様子がうかがえる。ガラスを隔てて,ミ シン,プレス機 プログラミング用のコンピュー
タ,作業台などが置かれたア トリエのスペースが確認できるのである。 ここでは,A-POCの




続 いて,2000年9月7日 にオー プ ンしたA-
pocパ1丿店 に目を移 してみよ う(fig,16)。
白い空 間に緑,オ レンジ,黄 色が アクセ ン ト
として用 い られているこの ショップは,若 い フ
ラ ン ス の 建 築 家 で あ る ブ ル レ ック 兄 弟%%CI
(RONAN(1971～)&ERWAN(1976～)
BOUROULLEC)に よ ってデザ イ ンされた。
その壁 には横方 向に三本,縦 方向 には壁か ら天 fig.16A-POCパ リ店
125
井を伝 ってまた壁へ と,白い金属製の レールが網目状に張られている。このレールは,表か ら
は見えない細いロッドで壁に固定されているため,壁 や天井から浮いているように見える。こ
のレールの任意の位置にパネルを取 り付けたり,A-POCの生地を垂 らしたりすることで,空
間を自由に分割 し構成することが出来る。カ ットす る部分でデザインが変わるA-POCと同
様である。パネルにはマグネットでA-POCを留められるようになっており,一見何 もな く
平面上 に張り付いているかのようである。天井か ら吊り下げられたハ ンガーは,衿 ぐりか らは
何 も見えない構造になっており,ハ ンガーに掛けられているA-POCは,たった1本 のワイ





た。それ以前にはブテ ィック(boutique)XXVIIIはあったが,衣 服を販売 したり見せた りするた
めの空間は存在 していなか ったのである。19世紀半ばになると,す こしずつ店頭 に衣服を並







産の実態を感 じさせないように してきた。 もちろん,A-POCのショップも見せる場ではある
が,こ れらの傾向とは異なる。エキゾース トパネルやデュポンコー リアン⑳のように空間を構
成する素材ひとつか らコンセプ トである一体成型との共通性を打ち出している。また,ア トリ
エまでの見通 しや生地をカ ットする作業台か らは,A-POCの最終形態を決定できるという顧







この服 は,モ デルが着て ランウェイを歩 いた ら,普 通の服 に見えて しまう。服の コ ンセ プ
トとプロセスを見せ る"デ モ ・エキスポ"に はタフで飾 らず,本 質 を見抜 く人のい るとこ
ろがいいXXX
と述 べた ことは,展 覧会だ けでな くショーや ショップに もあて はまる。 た しか に,そ の プロセ
スを隠 して生地 のみ,も しくは切 りとられ た衣服 だ けを提示 す るな らA-POCの 特質 は曖昧
にな りが ちであ る。A-POCは プ ロセスや仕組 みが あき らか にされ ることでは じめて理 解 され
る衣 服である。 したが って,そ の もののみの提示 では不十分で あ り,変 化 の過程 を示す ことが
必要 なのであ る。 要す るにA-POCに は,そ の コ ンセプ トとプロセスの開示を 目的 とした提
示方法,す なわち,三 宅 の言葉をか りるのな らば 「デモ ・エ キスポ」 を採用す ることが不可欠
で あった。 か らくりを見せ て もいいことと見せないとわか らないとい う必要十分条件が備わ っ
た結果であ る。
おわ りに
以上,こ こではA-POCを 例 に,衣 服 と提示方法 につ いて考察 を行 った。 従来 とは異 な る
衣服 であ ったA-POCに とって,さ まざまな媒体 を通 して示す プ レゼ ンテー シ ョンがな くて
はな らな い存在であ った。 そ して,そ の提示方法は,実 際の衣服 がその工 程や コンセプ トな ど
全てが含 まれては じめて生成す る もので あることを示 す ものであった。衣服の 「不可視 のデザ
イ ン」を可視 化 し,認 識 させた功績 は大 きい。それは,可 視 の部分へ の比重が大 きか ったプロ
ダク トデザイ ン全体 への問題提起 といえ るか もしれない。
A-POCは,衣 服 の領 域 にはとどまらず,プ ロダ ク トとしての衣服 へ,さ らにプロダク ト領
域全体へ の将来性 も見据えて いるXRXI。A-POCは,まさ しく現代文化 にお けるパ ラダイムシフ
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